岐阜県北部舟伏山地域に発達する二畳系の層位学的研究 by 中村 萬次郎
岐阜県北部舟伏山地域に発達する二畳系の層位学的
研究
著者 中村 萬次郎
号 111
発行年 1966
URL http://hdl.handle.net/10097/23245
 氏名・(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
最終学歴
学位論文題目
論文審査委員
なかむらまんじろう
 中村萬次郎皓手県)
理学博士
 理第111号
 昭示041年2月16日
 学位規則第5条第2項該当
 昭和16年3月
東北帝国大学理学部卒業
 岐阜県北部舟伏山地域に発達する二畳系の
層位学的研究
 住査)
教授畑井小虎教授岩井淳一
教授浅野清
論文目次
緒言
謝辞
 1.層序区分
 2.各地属の記載
 3.化石帯
 4.対比
 5.岩相分布の総合的考察
 6、最大海農期と樫原層の堆積形態
 7、神崎二畳紀堆積盆地の形態
 8.地質構造
 9、神崎二畳紀堆積盆地の発達史
 A.発達史
 B日本諸地域の二畳紀堆積盆地
405
論文内容要旨
 岐阜県北部舟伏山地域一帯には二畳系が広く発達分布し・王として砂岩・頁岩・チャート・石灰
 岩から成り,屡々輝緑凝灰岩を挾有する。石灰岩は部分的に苦灰岩を含み,化石を多く産する。特
 に紡錘虫が多い。
 本地域の二畳系は岩相の分布から中央部と南東齢よび北西部の2地区に分けられ.両地区の夫々
 に沿ける岩相と層序区分は次の通りである。
 【中央部】
 本地域の南東部の1部と北西部の1部を除いた大部分がこの地区に入り,主として砂岩・頁岩・
 チャート・石灰岩から成る二畳系が分布し,屠序は次の通りである。上位より下位へ、
 水畠層:暗灰色ないし黒色石灰岩から成句,鶏肋伽α帯,ム磁os画乞。α9砂伽α帯,磁惚海錨房瓢一
 輪08漉⑳αg8幅惚帯の3化石帯が識別される。厚さ300m
 樫凍層:灰色石灰岩が藁越し,中央部沿よび周辺部では苦灰岩に移化することがある。屡々輝緑凝
 灰岩やチャートのレンズを挾有する。下底部に沿いては岩相の部分的変化が見られるが,
 不整合を意味するものではなぐ,Diasteπ〕程度のものである。翫微声8%Z伽αを多産す
 る。厚さ600襯
 臼凍層:チャートが卓越し,石灰岩・頁岩・輝緑凝灰岩のレンズを頻繁に挾有する。上部には
 廊θ甥osめωα9θ幅れα,P8θ嘱。血s%翻れαなどを含む石灰岩を伴う。厚さ500m
 谷合層:砂岩・頁岩を主体とし,屡々輝緑凝灰岩やチャートを挾有する。化石を産しない。厚さ
750m
 葛原層:砂岩が卓越し,屡々粘板岩やチャートを挾有する。厚さ1.の00m以上
 【南東冷よぴ北西部】
 南東部の椿地方かよび北西部の下大須地方には上述の日原層・樫原贋・水出暦に相当する堆積岩
 で岩相を異にする二畳系が分布する。層序は次の通診である。上位より下位へ,
 西洞層:頁岩又は砂岩を主体とし.チャート・石灰岩のレンズを挾有する。恥δθ伽α¢g面を産づ
 る。厚さ300m
 椿屑:頁岩諭よびチャートが卓越し,石灰岩・輝緑凝灰岩のレンズを挾有する。搬惚九S揚舷
 隔%OSαん面,抽%S部∫伽α尻α掘づαθ,ノ〉θ080んωαρ87伽α漉ppOπ動αなどを産する。厚さ
300m
 小倉層:頁岩が毒越し,屡々輝緑凝灰岩・チャートを挾有する。厚さ280m
 谷合層:砂岩・頁岩を主体とし,輝緑凝灰岩・チャートを含む。厚さ1.000m以上。
 上述両地区の夫々に於ける各地層は互に整合関係にある。本地域ではこ畳系の基盤岩は震われて
 いないが,最下位の葛原層は他地域にむいて石炭系大瀧層と整合関係にあると報告されてい
 る。
 中央部に発達する樫原層は石灰岩を主体とし,屡々チャートおよび輝緑凝灰岩を挾有していて,
 翫¢α血s蛎落瓢を多ぐ産する。これに対して椿屠は樫原層から移化する地層で,主として頁岩および
 チャートから成り.石灰岩や輝緑凝灰岩を頻繁に含み.磁雑血錫醸1α腕ηρs醜騙,鰯seむ尻澱
 0伽翩翻など搬瓢∫幡堀伽帯の特徴種を産する。このようなことから樫原層と椿層は同時異相
 であることが明らかである。また樫原層の下位の田原屡はチャートの卓越する地層で,石灰岩・頁
 岩齢よび輝緑凝灰岩のレンズを多ぐ含んでいるのに対して,椿屠の下位の小倉層は頁岩を主体とす
 るが,チャートや輝緑凝灰岩のレンズを頻繁に挾有している。然も日原層と小倉層は共に谷合層の
 上に整合的に重なっている。このようなことから日原層と小倉層は同層準と見なされる。最上位の
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 水出層は石灰岩のみから成るが,西洞層は頁岩又は砂岩を主体とし,屡々石灰岩のレンズを挾有し
 ている。両者は岩相を異にするが,夫々下位層から漸移し,共に上部にy励θ伽α茗gωを多く産す
 ることから同時異相と認められる。
 以上のことから本地域においては葛原層とその上位の谷合層の堆積が終ってから膚相分化が始ま
 り,堆積相に地域的相違が現われたことが明らかである。
 中央部に分布する二畳系の各地層は葛原層を除いて総てが周辺部と中心部に向って薄ぐなってい
 る。また本地域の外側部に当る北西部かよび南東部の地区に分布する二畳系の各地潜も蔦原層以外
 は総て薄くなっている。
 以上述べたように本地域に発達分布する二畳系は岩相寿よび化石の水平・垂直分布ならびに各地
 層の膚厚等に見られる変化の状態から中心部附近に同期高地を形成し,その両側に凹地を形成した
 盆地に堆積したものであることが確められた。この盆地を神崎二畳紀堆積盆地と称し.その中心部
 附近に形成された同期高地を宝谷同期高地と呼び,その両側の凹地を夫々舟伏凹地,赤樽凹地と呼
 ぶことにした。
 二畳紀の初期には中部地方は広く浅海に被われ.岐阜県北部の舟伏山地域では葛原層の堆積が行
 われた。葛原屡堆積時代の末期頃になると舟伏山重邸或には異常沈降が始ま鉱この沈降は緩慢に進
 みつつそこには谷合層の堆積が続き,中央に宝谷同期高地の形成が始まった。
 日原層の堆積期には宝谷同期高地の両側は次第に沈降を早め,舟伏凹地と赤椴凹地が明瞭な形を
 とるようになった。日原層堆積期の末期には凹地には石灰岩の恒久的堆積が始まり,その海には
 勘8物08疏ωαgε幅倣や騰θ瓢0伽S%厄照が栄えた。然し盆地の周辺部では泥質岩の堆積が続いて
 いた。
 次の樫原堆積時代に入ると,本地域に寿げる海浸が最高潮となり、その終り頃には基盤の沈下が
 最大に達し,神崎二畳紀堆積盆地の形態が完成された。その形態については,盆地自体は北東一南
 西に長い楕円状を呈し.その中央に宝谷同期高地が北東一南西方向に畏く延びて盆地を完全に2分
 した。
 この時代には本地域では二畳紀全期を通じて石灰岩が最も厚く,最も広ぐ堆積し,磁丁α血働頁㎎
 が最も栄えた。
 またこの時代には舟伏山地域だけではなく,中部日本には海が最も広く浸入し,これに伴って
 翫報知8瞬伽α帯の石灰岩を諸所に堆積するようになった。これ等の飽帽血錨厄㎎帯を含む二畳系
 石灰岩は中部地方全域を通じて主として北東一南西方向に分布してかり,神崎二畳紀堆積盆地の方
 向寿よび宝谷同期高地の方向もこれにほぼ一致している。
 樫原膚の堆積に続いて水出層の堆積時代になると海浸が停滞し,N808漉瓢卯幅伽α嘱ゼ。α孟α,
 理知ω8鴛s乞8,理グ。伽剛αなどが繁栄し、磁雑伽8%伽α類が衰退し始めた。この海浸停滞期が
 過ぎて亙σTα琵㎝召顕微,配備伽9御物α8などが栄え,いわゆる鵡oso肋θ98轍αの最盛期と
 なった。これと前後して本地域では海退が始まった。海退が次第に速度を増し二畳紀末まで続き,
 水出層の堆積が終ると共に神崎二畳紀堆積盆地が陸化した。盆地の周辺部では小倉履の堆積に引続
 いて依然として泥質岩の堆積が行われ,この状態が乾陸直前まで続いていた。本地域に澄ける二畳
 紀の最後の海は非常に限られた狭い範囲に残り,そこには}勧θ伽αのみが生息している。
 二畳紀後神崎堆積盆地には褶曲運動ならびに断層運動が激しく鋤き,特に北東一南西方向の褶曲
 圧が加わ鉱これに伴って北西一南東方向に多ぐの著しい断層が生じた。これ等の断層は南北或は
 東西方向の断層に切られ、更に北東一南餌方向に断層が生じた。これ等の構造運動によって本地域
 の二畳系は多ぐの地塊に分断された。その結果神崎二畳紀堆積盆地の石灰岩は現在見られるように北西
 一南東に長く,北東一南西に短い矩形に近い地理的分布をとるに至った。
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 神崎二畳紀堆積盆地を始め,その中の宝谷同期高地ならびに舟伏・赤樽の爾凹地の方向は何れも
 中部田本に冷ける二畳系の主なる石灰岩の分布地帯の方向と一致していることから中部地方に広く
 浸入した海の中には特に著しく石灰岩を堆積する条件を具えた部分が北西一南西方向に帯状をなし
 て存在していたものと解釈され,またそのような特殊環境の最も進んだ時代は勲瓢九㎝」伽αの最も
 栄えた時期であったと推察される。
 本文に述べたように日本に沿ける二畳系の発達分布する諸地域には大小の差はあっても神崎二畳
 紀堆積盆地の辿ったような発達過程が認められる。
k
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論文審査要旨
 中村万次郎提出論文は,職阜県舟状山地域に発達する二畳系の層位学的研究」と題して,9章
 からなっている。本地域中央部に発達する巾6Km,長さ12Kmの石灰岩とその周辺に発達する砂
 岩,頁岩並びにチャートとの層位学的関係が従来不明であった上,その地質構造が多くの断鳳褶
 曲の発達により極めて複雑である為に,従来本地域に関する研究は非常に遅れていた。この様な衷
 情の下に,中村は層位学的,古生物学的並びに構造地質学的な研究を詳細に行なった。層位学的
 に,当地域は,中央乃至北西部,及び東南部に区分され,両者は岩相上の特徴も異にする。又,前
 者に於ては5つの地層.後者に於ては4屑を識別している。これらの地層の詳細な記載.即ち岩相
 の垂直,水平分布,含有化石、岩相並びに厚さの変化.地域間の相互関係等を明らかにし,近接地
 域との対比に成功している。各地域に於て地膚は互に整合関係にあり,馬8嘱。血s編物α,
 拓γα血8幅伽α,Mos鵡ωαg群動α,鶏肋づηα等の化石によって.全層は二畳系に属し,且いずれ
 も浅海性堆積物であることを明らかにした。これらの化石により、5つの化石帯、即ち下から
 島6嘱OS漉ωα粥γ伽α帯,魚惚血甜尻㎜帯.死微力S堀茗倣一八物S疏瓢9θγ搬帯,魏OS厩徽g8卜
 伽α帯並びに癒δ8伽α帯を識別した。中村はこの二畳系を神崎二畳系と名づけている。この二畳系
 の堆積した盆地は、中央部に北東一西南方向に延びた宝谷high.が発達し、その東側には赤樽
 depressiOn,西側に舟伏山depreSSionが発達し,これらのdepresslOn中に神崎二畳系が堆積し
 た。堆積.隆起後に褶曲並びに断層運動が起り,その結果,本地域は,多ぐのblockに分たれた。・
 褶曲方向は北東一南西これに伴って北西一南東方向に多くの断膚が生じた。これらの断層はさらに
 南北或いは東西方向の断膚に切られ,又,北東一南西方向にも断層が生じた。これらの構造運動に
 よって、本地域の二畳系は複雑な地質構造をもつようになった。
 発表済みの論文は7篇あるが、内4篇は英文で、その内古生物学に関するもの3篇,残りの4篇
 は層位学に関するものであって,特に2篇は本地域に関係あるものである。』よって審査員一同は,
 中村万次郎提出の論文は,理学博士の学位論文として合格とみとめられる5
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